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系外惑星の科学

Exploration of Exoplanets
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日本の将来の惑星ミッションを検討する一環として，太陽系外の惑星を観測すること，および，
太陽系外惑星の研究と関連した太陽系内天体ミッションについて議論する。
 ここ15年の間に太陽系外惑星が400個以上も発見されてきた。近年にはついに，木星のような
大きな惑星ではあるが，直接撮像もなされた。系外惑星の観測的研究において次の大きなステッ
プは，地球と同程度の質量の惑星の発見である。さらにその次のステップは，そのような惑星の
特性を明らかにし，地球と同じような惑星を発見することである。これらは人間が発する自然な
疑問に根ざしている，きわめて素朴な夢でもある。
 このような素朴な夢に対して科学的観点からの検討を行い，より具体的な科学的目標を設定で
きるようにする。
 議論では，(1)系外惑星を直接観測するものと，(2)系外惑星を念頭に置き，その研究の進展に
も有効な太陽系内天体探査について検討したい。


